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私は今回の短期留学に参加して、現地に住む外国人と直接的な交流をすることができ、日本を別の視点から捉え

直すことができました。 

 まずバルセロナでの経験として、スペインに住む人々が日本人に比べてオープンであると感じました。例えば、

バルセロナ中心では、地下鉄や広場でゲリラ的に歌や演奏が行われていました。日本では地下鉄や電車内では周

りの人に気を配って迷惑をかけないように静かにするようにしますが、スペインでは周りの人に関係なく自分の

したいことをするという印象を持ちました。これはバルセロナの人々が自分勝手だということではなく、より自

分のことを第一に考えているのだと思いました。他にも、通りや駅のホームで鞄や靴などの商品の販売を自由に

行うなど、日本ではあまり見られない光景を目にすることが多かったです。 

 私は観光として外国に行くことは何度かありましたが、海外留学は今回が初めてでした。留学はその渡航先の

文化を感じるだけでなく、渡航先の大学で学んでいる学生とより密接に関わり合いながら勉強をすることができ

ます。実際、本プログラムではバルセロナ大学の学生とそれぞれの国の文化や風習、認識について英語で交流す

る機会がありました。私は英語を上手く話すことができず、身振り手振りを交えながら何とか相手に伝えること

に必死でした。その中で、他の学生の話を聞きその国の現状や課題について直接知ることができました。また、

今回参加した授業はスペイン以外の国から来ている学生がかなり多く、バルセロナ大学に長期の留学をしている

という学生もいました。この授業で、海外で日本以外の同年代の学生とコミュニケーションをとるという貴重な

体験をすることができました。この体験は長期の留学であればより長く、より深くすることができると思い、長

期の留学を検討する非常に良いきっかけになりました。 

 一方、この授業で痛感したのは英語の speaking についてです。私は高校生のときも、大学に入ってからも英語

を話すという経験が全くなく、実際に話すとなると会話を続けることがほとんどできませんでした。せっかくの

交流の機会にもかかわらず、十分には授業に参加することができなくて非常に悔しかったです。大学の授業以外

の場所、例えば飲食店や今回宿泊したホステル、ガイドツアーでも、たとえスペイン語が十分に話せなくても英

語なら通じるという場面によく遭遇しました。しかし、私は自分の英語に自信が持てず、時々つまりながら話す

ようになってしまいました。もちろん言いたい内容を伝えれば、相手は理解できますが、より自然な会話や複雑

な説明をするには、もっと英語を話す練習をする必要があると思いました。これは日本にだけ住んでいればなか

なか気づきにくいことであり、現在の自分を見直すことができました。 

 バルセロナ大学内のプログラムでは、上記に加えてスペイン語やカタルーニャ語の授業を受けたり、スペイン

語でのプレゼンテーションを行ったりしました。特に印象に残ったのはスペイン語でのプレゼンテーションです。

私たちのグループではスペインに住む人々と比較した日本人の性格というテーマを扱いました。グループの班員

とお互いに意見を交換して議論を深めつつ、発表前日まで常にスライドや話す内容に対する改善策を考え続けた

ことが印象に残っています。また、その発表内容をスペイン語で発表するということも、日本語と英語以外の言

語で話すという非常に良い経験になりました。講師の先生からのフィードバックを受けて、body language を加え

たり、堂々かつ冷静に話したりするということができました。人前でプレゼンテーションを行うことがあまりな

かったのでかなり緊張しましたが、班員と助け合うことでとてもまとまりのある発表になりました。 

 他にもプログラムの中にスペインの学校訪問というものがありました。私たちが訪れた学校は歴史ある建物で、

敷地内の芸術を間近で見ることができました。またスペインの学校教育には特徴があり、日本とは違ってスペイ

ンの学校は生徒に何かしらの経験をさせるということが挙げられます。具体的に言うと、訪問した学校では音楽

に力を入れており、生徒が楽器を演奏したり歌を歌ったりすることが教育の一部として組み込まれていました。
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楽器の調達等はかなりコストがかかりますが、様々な機関から支援金をもらい全ての生徒が楽器などをもつこと

ができていました。こうした事情は観光目的の旅行ではなく、留学によってしかなかなか学ぶことができないと

思うので極めて有意義な時間を過ごすことができたと思います。 

 今回の短期留学を通して、私は長期の留学に挑戦しようと思うようになりました。渡航先は現在のところスペ

イン語圏を考えています。この短期留学で身につけた経験や課題を糧に長期の留学に備えようと思います。その

ためにも自身の英語やスペイン語、特に speaking の能力を伸ばしていこうと思います。 

 


